
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説

（
命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
）

　
　
　

講
師　

浪
平　

博
人 

氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

日
時　

令
和
４
年
４
月
17
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 
三
千
円　

学
生 

一
千
円

こ
の
世
に
は
2
つ
の
異
な
っ
た
性
質

の
現
象
が
あ
り
ま
す
。
物
理
現
象
と
生

命
現
象
で
す
。

そ
の
根
本
的
な
差
異
は
、

・�

物
理
現
象（
た
と
え
ば
水
の
流
れ
、　

温
度
の
拡
散
）
で
は
変
化
が
秩
序
か　

ら
一
様
な
方
向
に
向
か
う 

・�

生
命
現
象 

で
は
変
化
が
一
様
か
ら
秩　

序
に
向
か
う 

と
い
う
現
象
変
化
の
方
向
で
す
。

今
回
は
、
す
べ
て
の
初
め
に
本
然
と

し
て
存
在
す
る
も
の
と
し
て
〝
混
沌
〟

が
あ
る
と
し
て
こ
の
混
沌
の
変
化
の
内

容
に
着
目
し
、
こ
れ
よ
り
秩
序
方
向
に

働
く
生
命
現
象
の
発
生
原
理
を
導
き
出

す
と
い
う
一
つ
の
数
理
仮
説
を
提
示
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
生
命
の
特
徴
で
あ
る
自
ら

を
生
み
出
す
働
き
を
再
帰
表
現
形
式
で

表
現
し
、
そ
の
よ
う
な
表
現
法
が
創
り

出
す
も
の
が
生
命
の
働
き
に
似
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
ま
す
。 

※
浪
平
博
人
氏
は
昨
年
の
創
立
45
周
年

記
念
大
会
の
会
員
発
表
「
来
る
時
代
の

激
震
の
本
質
お
よ
び
対
応
と
し
て
の
教

育
改
革
」
に
お
い
て
、
参
加
者
投
票
に

よ
り
最
優
秀
賞
に
な
ら
れ
た
の
で
す

が
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
動
画
像
を
駆
使
し

て
、
分
か
り
や
す
い
お
話
を
さ
れ
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
も
ご
友
人
、
知
人

も
お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。
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今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
十
月
第
30
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
３
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
45
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
２
年
９
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
六
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
Ⅱ
（
サ
イ
の

　

広
場
第
１
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
念
写
研
究
に
お
け
る
意
識
と
物
質

◎
霊
能
力
に
つ
い
て 

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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◎
浪
平
博
人
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

博
士（
工
学
）　

技
術
士（
情
報
処
理
）

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

略
歴

　

広
島
大
学
工
学
部
卒
業
。
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
入
社 

約
21
年
間
勤
務
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
部
に
て
、
技
術
計
算
、
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
、
需
要
予

測
、
在
庫
問
題
に
従
事
、
生
産
シ
ス
テ

ム
部
に
て
、
物
流
シ
ス
テ
ム
、
生
産
シ

ス
テ
ム
の
設
計
な
ど
に
従
事
。

産
能
短
期
大
学
教
授

　

1
9
9
9
年
に
、
大
妻
女
子
大
学

社
会
情
報
学
部
教
授
就
任
、
統
計
学
、

数
理
統
計
学
、
Ｃ
言
語
、
情
報
処
理
演

習
、
管
理
工
学
、
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム

論
等
を
担
当

　

2
0
1
2
年
大
妻
女
子
大
学
社
会

情
報
学
部
教
授
定
年
退
職
、
退
職
後
動

視
化
技
術
研
究
所
代
表
と
し
て
活
動
〜

現
在
。

　

論
理
の
視
覚
化
：
大
妻
女
子
大
学
在

職
中
か
ら
論
理
の
視
覚
化
に
力
を
注

ぎ
、
学
校
教
育
に
お
け
る
算
数
・
数
学

の
理
解
度
を
劇
的
に
向
上
さ
せ
る「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
学
習
内
容
の
動
的

視
覚
化（
コ
ン
テ
ン
ツ
化
）」
に
成
功
。

動
的
視
覚
化
技
術
の
普
及
に
努
め
る
と

と
も
に
、
独
自
の
創
造
的
思
考
法（
感

知
力
）の
開
発
・
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

著
書
：
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
動
的
視
覚
化

（
数
学
）、
創
造
性
開
発
、
関
係
多
数

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
校
開
設
：
日
本
創
造

数
理
大
学
校

※�

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
２
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第　

回
全
国
大
会
発
表
募
集

　

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
サ
イ
」
と
い
う
こ
と
で
、

宗
教
や
心
霊
科
学
に
と
っ
て
主
要
な
テ

ー
マ
と
な
り
ま
す
死
後
の
世
界
に
つ
い

て
、
サ
イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
解
釈
を
検
討
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

い
た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で

に
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式

は
後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い

が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と

し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し

ま
す
。
論
文
集「
サ
イ
科
学
2
0
2
1
」

末
頁
の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規

定
」を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

脳
波
と
超
能
力
〜
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ

現
象
を
脳
波
で
解
明
す
る
〜

　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

　
　
　
　
（
脳
力
開
発
研
究
所
長
）

日
時　

令
和
４
年
３
月
19
日（
土
）

　
　
　

13：
30
〜
17：
00（
13：
00
開
場
）

会
場
：
阿
倍
王
子
神
社 

参
集
殿（
2
Ｆ
）

・�

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下
茶
屋
」　

駅
下
車
徒
歩
5
分

・�

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・�

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

懇
親
会（
会
費
3
5
0
0
円
）

※�

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予　

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

http://ladies.jp/kps/ken.htm
l#ken463
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脳
波
と
超
能
力
に
つ
い
て
、
実
際
の

計
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
講
師
は
脳
波
測
定
器
を
開

発
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い

て
も
好
成
績
を
収
め
る
志
賀
一
雅
氏
。

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

講
演
内
容

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
発
揮
し
て
い

る
人
の
脳
波
を
測
る
と
、
複
雑
な
信
号

の
中
に7.8H

z

の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ

波
や13.6H

z

の
フ
ァ
ス
ト
ア
ル
フ
ァ

波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
目
立
ち
ま
す
。
も

ち
ろ
ん10H

z

中
心
の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ

ァ
波
も
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
か
Ｅ

Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
と
き
に
は10H

z

は
抑
制
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

被
験
者
は
主
に
清
田
益
章
氏
で
す

が
、
確
認
の
意
味
で
ほ
か
の
エ
ス
パ
ー

に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
前
半
は
実
際
に
計
測
し
た

脳
波
と
分
析
し
た
結
果
を
報
告
し
ま

す
。
後
半
は
計
測
さ
れ
た
脳
波
と
バ
ン

ア
レ
ン
帯
か
ら
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
で
発

生
す
る
電
磁
波
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

論
じ
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ト
ム
ス
ク
に
あ

る
宇
宙
監
視
セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
る
空
間
の
電
磁
波
と
脳
波
と
が
そ

っ
く
り
な
の
で
な
ぜ
か
を
論
じ
、
最
後

に
免
疫
力
向
上
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
紹
介
し
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
空
間
の
電
磁
波
と
共

鳴
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や

Ｐ
Ｋ
が
発
揮
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
講
師
記
）

志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

脳
力
開
発
研
究
所 

相
談
役

日
本
に
お
い
て
最
初
に
脳
波
の
「
ア

ル
フ
ァ
波
」
を
3
種
類
に
分
け
、
フ
ァ

ス
ト
α
波
、
ミ
ッ
ド
α
波
、
ス
ロ
ー
α

波
と
質
的
な
違
い
を
提
唱
し
た
。

1
9
6
1
年
電
気
通
信
大
学
卒
業
後
、

松
下
技
研
に
勤
務
。
東
京
大
学
工
学
部

計
数
工
学
科
研
究
員
を
兼
務
し
な
が
ら
、

脳
波
研
究
に
没
頭
。
1
9
8
3
年
脳
力

開
発
研
究
所
設
立
。
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
脳
波
分
析
装
置
を
開
発
し
、
大
学

や
企
業
の
研
究
所
へ
提
供
。
ア
ル
フ
ァ

波
を
指
標
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
指
導
で
、
日
本
航
空
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
、
大
手
企
業
の
脳
力

開
発
研
修
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
る
。

2
0
0
8
〜
2
0
0
9
年
文
部
科

学
省
よ
り
委
託
を
受
け
「
専
門
学
校
教

職
員
、
学
生
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
脳
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
、

そ
の
後
、
学
校
や
企
業
に
向
け
て
の

「
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
総
合
監
修
。

著
書
は
「
全
身
の
疲
れ
が
ス
ッ
キ
リ

取
れ
る
本
（
三
笠
書
房
）」
な
ど
多
数
。

2
0
1
1
年
3
月
に
米
国H

H
S

（
米
国

保
険
社
会
福
祉
省
）
大
統
領
諮
問
機
関

よ
り
、
長
年
に
わ
た
る
脳
波
と
メ
ン
タ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
、
実
践
に
対

しGO
LD
A
W
A
RD

（
金
賞
）
を
授
与

さ
れ
る
。
2
0
1
5
年
に
は
ス
テ
ー

ジ
3
の
大
腸
が
ん
を
克
服
し
現
在
も
さ

ま
ざ
ま
研
究
と
講
演
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
　
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
4
年
3
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
（
赤
羽

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

二
千
円

　

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳

以
上 

一
千
円

　

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　

第
４
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

　

サ
イ
ボ
ッ
ト
社
会  

（
サ
イ
ボ
ー
グ
、

ロ
ボ
ッ
ト
と
ヒ
ト
の
共
生
社
会
）
に
加

え
て
、
替
玉
、
ゴ
ム
人
間
、
ク
ロ
ー
ン

が
蔓
延
す
る
中
で
、
自
分
が
自
分
ら
し

く
自
分
の
連
続
性
を
保
つ
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
？  

取
り
敢
え
ず
考
え

て
み
よ
う
。

　

あ
な
た
は
ホ
ン
ト
に
あ
な
た
な
の

か
？ 

あ
な
た
に
似
せ
た
ゴ
ム
ニ
ダ
で

は
な
い
の
か
？ 

い
や
、
レ
プ
ク
ロ
じ

ゃ
あ
、
な
い
の
か
？　

自
分
っ
て
ホ
ン

ト
の
わ
た
し
で
す
か
？　

　
　
　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第　

回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

日
時　

令
和
4
年
5
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

45

12
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会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
号
室

交
通　

�
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ「
特
異
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　

講
師　

小
林　

永
周 

氏

講
演
内
容

　

古
今
東
西
、
預
言
者
や
超
能
力
者
、

シ
ャ
ー
マ
ン
等
、
い
わ
ゆ
る
霊
視
、
霊

聴
、
霊
言
や
予
知
、
予
言
な
ど
を
行
う

特
異
能
力
者
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

か
っ
て
私
は
テ
レ
ビ
局
の
制
作
現
場

に
携
わ
っ
て
、
内
外
の
能
力
者
３
３
０

余
名
を
取
材
、
各
人
の
能
力
を
確
か

め
、
実
験
、
検
証
を
試
み
て
60
年
余
、

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
究
明
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

本
来
、
誰
で
も
備
わ
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
潜
在
的
感
性
を
蘇
ら
せ
て
、
能
力

開
発
法
の
一
端
を
披
露
、
実
践
、
併
せ

て
イ
ン
チ
キ
能
力
者
に
騙
さ
れ
な
い
た

め
の
心
得
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
２
年
９
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
ｉ
Ｐ
Ｔ
意
識
）

　
　
　

講
師　

山
崎　

正
男 

氏

様
々
な
超
能
力
を
覚
醒
す
る
シ
ー
タ
波

（
超
能
力
）は
、
予
知
、
過
去
知
、
透

視
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
体
外
離
脱
、
テ
レ

ポ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
、
心
霊
手
術
、
遠
隔

気
功
、
気
功
麻
酔
、
物
質
化
現
象
、
ア

ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
多
種
多
様
な
サ
イ

現
象
が
あ
る
。
し
か
し
、
長
年
の
研
究

生
活
か
ら
、
人
間
は
五
感
の
他
に
六
番

目
の
知
覚
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

発
見
し
た
。
ま
た
「
意
識
」
は
、
肉
体

及
び
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
に
伝
播
し
影
響

を
与
え
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
し
た
が

っ
て
「
量
子
力
学
」
で
い
う
「
四
つ
の

力
」
に
【
意
識
力
】
を
加
え
、「
五
つ
の

力
」の
存
在
を
提
唱
す
る
。

（
超
能
力
）
は
、
禅
の
瞑
想
な
ど
で

意
識
を
「
空
」
に
す
れ
ば
、
シ
ー
タ
波

の
脳
波
に
な
っ
て
覚
醒
す
る
。
釈
迦
牟

尼
ブ
ッ
タ
は
2
5
0
0
年
前
、
瞑
想

に
よ
り
「
六
神
通
」（
超
能
力
）
が
覚
醒

し
、
予
知
や
透
視
、
離
脱
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
た
。
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
悟
り
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
た
。

し
た
が
っ
て
、
釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
超

能
力
の
第
一
人
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

瞑
想
で
「
無
の
意
識
」
に
な
り
「
意

識
の
初
期
化
」
を
す
れ
ば
「
多
能
性
幹

意
識
」
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
超
能
力
が

覚
醒
す
る
。

ラ
イ
ン
博
士
と
感
覚
外
知
覚（
超
能
力
）

「
超
能
力
」
の
言
語
は
、
1
9
3
5

年
ア
メ
リ
カ
・
デ
ュ
ー
ク
大
学
に
超
心

理
学
研
究
所
を
設
立
し
た
、
Ｊ
・
Ｂ
・

ラ
イ
ン
教
授
に
よ
り
、
一
般
化
さ
れ
た
言

葉
で
あ
る
。
ラ
イ
ン
教
授
は
1
9
3
4

年
、
Ｅ
Ｓ
Ｐ
（
超
能
力
）
を
「
明
ら
か

に
通
常
の
感
覚
以
外
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

通
じ
て
受
け
取
る
感
知
」
だ
と
し
て
い

る
。
ラ
イ
ン
教
授
が
現
代
心
理
学
を
確

立
し
て
以
来
、
五
感
を
超
え
る
【
感
覚

外
知
覚
】（
超
能
力
）
の
存
在
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
多

く
の
研
究
者
が
超
能
力
の
解
明
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
い
ま
だ
明
確
な
答
え

は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
背
景
に
あ

る
の
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
エ
ビ
デ

ン
ス
の
欠
如
で
あ
り
、
そ
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

著
者
は
無
神
論
者
で
あ
る
が
、
い
つ

し
か
釈
迦
の
仏
像
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
神
社
仏
閣

に
好
ん
で
足
を
運
ん
で
い
た
。
穏
や
か

な
表
情
の
仏
像
の
顔
を
眺
め
て
い
る
だ

け
で
安
ら
い
だ
。
大
人
に
な
る
と
全
国

の
神
社
仏
閣
を
見
て
回
る
よ
う
に
な

り
、
空
海
の
金
剛
峯
寺
、
道
元
の
永
平

寺
な
ど
に
も
足
を
運
ん
だ
。
仏
と
は
、

悟
り
と
は
、
後
光
と
は
、
額
に
あ
る
ホ

ク
ロ
の
意
味
は
、
宇
宙
の
果
て
は
、
死
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後
の
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

な
ど
と
自
問
自
答
し
哲
学
す
る
よ
う
に

な
る
。

そ
の
解
を
求
め
る
長
い
人
生
の
旅
の

末
、
共
時
性
の
ご
と
く
「
五
」
と
「
六
」

の
数
字
が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
。
量
子
力

学
の
「
四
つ
の
力
」
に
「
意
識
力
」
を
加

え
て
「
五
つ
の
力
」
と
し
、「
五
つ
の
知

覚
」
に
「
感
覚
外
知
覚
」
を
加
え
て
「
六

つ
の
知
覚
」
と
す
れ
ば
、
様
々
な
サ
イ

現
象
（
超
能
力
）
は
解
明
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
シ
ー
タ
波
で
閃
い
た
。

シ
ー
タ
波
を
誘
導
す
る
多
様
な
要
素

・�

睡
眠
障
害
者
は
シ
ー
タ
（
θ
）
波
に　

な
る

・�

ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
患
者
は
シ
ー
タ
波　

に
な
る

・�

カ
タ
プ
レ
キ
シ
ー
患
者
は
シ
ー
タ
波　

に
な
る

・�

脳
神
経
系
に
異
常
が
あ
る
と
シ
ー
タ　

波
に
な
る

・�

禅
・
ヨ
ガ
・
気
功
の
瞑
想
で
シ
ー
タ　

波
に
な
る

・�

左
右
の
耳
か
ら
特
定
の
周
波
数
の
音　

を
流
す
と
シ
ー
タ
波
に
な
る

・�

4
〜
5
Ｈ
ｚ
の
高
振
幅
の
シ
ー
タ
波

は
3
才
こ
ろ
に
最
も
顕
著
に
な
る

・�

生
死
を
伴
う
危
険
を
感
じ
る
と
き
に　

シ
ー
タ
波
に
な
る

・�

特
定
の
薬
物
を
摂
取
す
る
と
シ
ー
タ　

波
に
な
る

・�

幻
覚
キ
ノ
コ
を
食
す
れ
ば
シ
ー
タ
波　

に
な
る

・�

Ｉ
Ｑ
が
1
4
0
以
上
あ
れ
ば
シ
ー
タ

波
に
な
る

・�

宇
宙
船
の
搭
乗
員
は
シ
ー
タ
波
に
な　

る
・
レ
ム
睡
眠
時
に
シ
ー
タ
波
に
な
る

・
臨
死
体
験
時
に
シ
ー
タ
波
に
な
る

・
死
の
瞬
間
に
シ
ー
タ
波
に
な
る

右
上
図
は
右
脳
の
脳
波
を
3
次
元
化

し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
シ
ー
タ
波
に
な

る
と
グ
ラ
フ
の
す
べ
て
の
領
域
が
フ
ラ

ッ
ト
に
な
る
。
脳
の
活
動
が
す
べ
て
停

止
し
て
い
る
よ
う
な
グ
ラ
フ
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
脳
波
に
な
る
と
多
能
性
幹

意
識
に
な
り
超
能
力
が
覚
醒
す
る
。

シ
ー
タ
波
は
多
様
な
能
力
を
顕
現
す
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
六
番
目
の
知
覚　

機
能
【
感
覚
外
知
覚
】
＝
【
超
能
力
】　

が
覚
醒
す
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー　

ル
ド（
平
行
宇
宙
）に
繋
が
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
全
て
の
感
覚
器　

官
が
鋭
敏
と
な
り
頭
脳
明
晰
に
な
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と「
時
空
連
続
体
」

　

�（
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
）
の
紫
の
ト
ン
ネ　

ル
が
現
れ
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と「
時
空
連
続
体
」

の
中
で
、
一
年
間
の
時
間
が
三
百
分

の
一
秒
に
な
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と「
時
空
連
続
体
」

の
中
で
、
時
間
を
戻
す
こ
と
も
進
め　

る
こ
と
も
で
き
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
動
的
物
体
が
ス　

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
に
見
え
る

・�

シ
ー
タ
波
に
な
る
と
体
外
離
脱
し
、　

傷
害
・
疾
病
の
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ　

る
・�

イ
ン
ド
の
釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
シ
ー　

タ
波
の
脳
波
で
悟
り
を
開
い
て
六
神　

通（
超
能
力
）を
得
る

・�

死
の
瞬
間
シ
ー
タ
波
に
な
り
、
体
外　

離
脱
し
宇
宙
の
真
理
を
悟
る

・�
肉
体
は
死
滅
し
て
も
意
識
は
異
次
元　

空
間
で
永
遠
に
生
き
ら
れ
る

・�
シ
ー
タ
波
は
人
間
の
知
能
指
数
を
驚　

異
的
に
高
め
、
政
治
、
経
済
、
教
育
、　

文
化
、
芸
術
、
医
学
、
科
学
、
ス
ポ　

ー
ツ
、
音
楽
、
農
林
水
産
な
ど
、
あ　

ら
ゆ
る
分
野
で
革
新
的
進
化
を
も
た

ら
す
。
そ
れ
は
人
類
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

　

ョ
ン
で
あ
る

感
覚
外
知
覚
（
超
能
力
）
覚
醒
の
プ
ロ

セ
ス深

い
冥
想
に
入
る
と
シ
ー
タ
波
に
な

る
。
す
る
と
意
識
が
あ
る
よ
う
で
な
い

よ
う
な
変
性
意
識
に
な
る
。
す
る
と
閉

じ
て
い
る
目
の
中
に
紫
色
の
ト
ン
ネ
ル

が
現
れ
る
。
時
空
連
続
体
と
も
ワ
ー
ム

ホ
ー
ル
と
も
呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ
ル
で
あ

る
。
そ
の
紫
色
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
意

識
を
進
入
さ
せ
る
。
す
る
と
も
の
す
ご
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い
ス
ピ
ー
ド
で
突
き
進
む
。
ト
ン
ネ
ル

の
中
は
時
空
が
歪
ん
で
い
る
の
で
、
曲

が
り
く
ね
っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
す
る

と
多
次
元
宇
宙
に
つ
な
が
る
。
も
し
く

は
目
的
意
識
の
映
像
が
浮
か
ん
で
く
る
。

超
能
力
者
・
禅
師
・
気
功
師
は
同
じ
脳

波
で
あ
る

東
京
電
機
大
学
の
町
好
雄
教
授
は
脳

波
基
礎
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
超

能
力
者
、
気
功
師
、
僧
侶
（
遠
隔
治
療

可
能
）、
ユ
タ
・
イ
タ
コ
（
霊
能
者
）
な

ど
の
脳
波
を
測
定
し
て
い
る
。
そ
の
膨

大
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
会
で
発
表
し
、
多
く
の
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

町
教
授
は
、「
超
能
力
者
、
僧
侶
、

気
功
師
の
脳
波
は
頬
似
し
て
い
て
、
細

か
い
点
で
違
い
は
み
ら
れ
る
が
、
基
本

的
に
は
同
じ
脳
波
で
あ
る
」
と
、
同
席

し
た
学
会
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
町
教

授
の
脳
波
測
定
器
は
著
者
と
同
じ
も
の

で
あ
り
、
再
現
性
は
顕
著
に
認
め
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
超
能
力
、
遠
隔
気
功
、

霊
能
力
な
ど
の
サ
イ
現
象
に
は【
意
識

力
】が
介
入
し
、
六
番
目
の
知
覚【
感
覚

外
知
覚
】が
覚
醒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
町
好
雄　

1
9
4
0
～
2
0
1
9
）

あ
ら
ゆ
る
能
力
が
覚
醒
す
る
変
性
意
識

深
い
瞑
想
に
入
る
と
シ
ー
タ
波
に
な

る
。
す
る
と
意
識
が
あ
る
よ
う
で
な
い

よ
う
な
変
性
意
識
に
な
る
。
変
性
意
識

に
な
る
と
感
覚
外
知
覚
、
覚
醒
の
プ
ロ

セ
ス
に
よ
り
様
々
な
能
力
が
覚
醒
す

る
。
そ
の
能
力
は
予
知
、
透
視
、
テ
レ

パ
シ
ー
、
念
力
、
体
外
離
脱
、
瞬
間
移

動
、
心
霊
手
術
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、

気
功
麻
酔
、
時
間
短
縮
、
物
質
化
現
象
、

予
言
、
物
質
の
縮
小
、
オ
ー
ブ
現
象
、

六
神
通
、
過
去
知
、
時
空
連
続
体
、
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
遭
遇
、
超

聴
力
、
遠
隔
治
癒
、
蘇
生
、
ひ
ら
め
き
、

悟
り
な
ど
が
あ
る
。

両
生
類
の
エ
リ
オ
プ
ス
・
爬
虫
類
の

デ
ィ
ア
デ
ク
テ
ス

両
生
類
の
エ
リ
オ
プ
ス
は
山
椒
魚
の

よ
う
な
生
物
、
三
分
の
一
が
頭
で
、
脳

の
長
さ
は
10
セ
ン
チ
ほ
ど
で
極
端
に
小

さ
い
。
爬
虫
類
の
デ
ィ
ア
デ
ク
テ
ス
は

ワ
ニ
に
似
た
生
物
で
、
と
が
っ
た
頭
と

水
掻
き
を
持
っ
て
い
る
。
両
生
類
か
ら

爬
虫
類
に
進
化
す
る
途
中
の
動
物
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

2
億
9
千
万
年
前
の
エ
リ
オ
プ
ス
と

デ
ィ
ア
デ
ク
テ
ス
は
、
き
わ
め
て
特
徴

的
な
脳
を
持
っ
て
い
る
。
頭
蓋
骨
は
両

目
の
間
の
奥
に
小
さ
な
穴
が
開
い
て
お

り
、
そ
の
穴
に
脳
の
突
起
部
が
す
っ
ぽ

り
は
ま
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

脳
の
突
起
部
は
第
三
の
目
で
あ
り
、
進

化
の
過
程
で
脳
の
一
部
の
細
胞
が
直
接

外
部
の
光
を
知
覚
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。眉

間
の
奥
に
あ
る
人
間
の
松
果
体

は
、
こ
の
脳
の
機
能
を
継
承
し
て
い
て
、

サ
イ
能
力
（
超
能
力
）
の
覚
醒
時
に
一

瞬
だ
け
ピ
カ
ッ
と
光
る
閃
光
を
見
る
。

し
か
し
閃
光
は
眼
の
網
膜
を
介
さ
ず
、

松
果
体
の
光
受
容
体
細
胞
が
直
接
知
覚

す
る
の
で
眩
し
く
は
感
じ
な
い
。
こ
れ

は
通
常
の
感
覚
以
外
の【
感
覚
外
知
覚
】

を
通
じ
て
受
け
取
る
知
覚
で
あ
る
。

睡
眠
と
夢
と
感
覚
外
知
覚（
超
能
力
）

夢
は
睡
眠
中
の
大
脳
の
覚
醒
で
あ

り
、
夢
と
幻
覚
は
対
象
な
き
知
覚
と
い

う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
夢
の
場

合
、
夢
を
大
脳
に
創
出
さ
せ
る
脳
幹
の

活
動
は
正
常
で
あ
る
が
、
幻
覚
の
場
合
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は
脳
幹
の
働
き
が
異
常
に
な
る
。
し
か

し
幻
覚
に
は
脳
幹
網
様
体
賦
活
系
理
論

が
働
い
て
い
る
。
睡
眠
と
夢
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
夢
は
レ
ム

睡
眠
で
も
徐
波
睡
眠
（
ノ
ン
レ
ム
）
で

も
見
る
が
、
荒
唐
無
稽
な
夢
は
レ
ム
睡

眠
に
限
ら
れ
る
。

そ
れ
は
レ
ム
睡
眠
中
に
シ
ー
タ
波
に

な
り
【
感
覚
外
知
覚
】
が
覚
醒
し
、
不

可
思
議
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
予
知
夢
や

体
外
離
脱
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
レ
ム
睡

眠
は
鳥
類
以
上
の
脊
椎
動
物
に
多
い
現

象
で
、
魚
類
の
サ
メ
や
爬
虫
類
の
ト
カ

ゲ
な
ど
は
面
白
い
夢
は
見
な
い
ら
し

い
。
ひ
と
は
、
た
と
え
７
時
間
の
睡
眠

を
と
っ
て
も
複
雑
な
睡
眠
過
程
か
ら
、

60
分
ほ
ど
は
ウ
ト
ウ
ト
と
し
た
レ
ム
睡

眠
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ひ
と
は
睡
眠
中
に
シ
ー

タ
波
に
な
り
【
感
覚
外
知
覚
】
が
覚
醒

し
、
予
知
や
体
外
離
脱
な
ど
不
可
思
議

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
と
き
ど
き
見
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
目
覚
め
る
と

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
金
縛
り

は
、
レ
ム
睡
眠
時
に
体
験
す
る
現
象

で
、
体
は
深
い
眠
り
で
意
識
は
浅
い
眠

り
の
時
に
見
る
。
怖
い
夢
を
見
た
直
後

に
体
を
動
か
そ
う
と
し
て
も
勣
か
な
い

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
ひ
と
は
金
縛
り
に

あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
金
縛
り
は
霊

的
な
現
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

グ
レ
ー
博
士
と
シ
ー
タ
波
の
脳
波

シ
ー
タ
波
の
分
類
は
1
9
4
3
年
、

イ
ギ
リ
ス
の
大
脳
生
理
学
者
グ
レ
ー
・

ウ
ォ
ル
タ
ー
に
よ
る
。
グ
レ
ー
博
士
が

シ
ー
タ
波
を
提
唱
す
る
前
は
、
ド
イ
ツ

の
ペ
ル
ガ
ー
の
手
に
よ
り
、
デ
ル
タ
、

ア
ル
フ
ァ
ー
、
ベ
ー
タ
の
三
つ
の
脳
波

に
分
類
さ
れ
て
い
た
．
グ
レ
ー
博
士
は

脳
幹
の
最
上
位
に
あ
る
視
床
に
着
目
し

た
。
脳
幹
の
な
か
で
視
床
だ
け
は
左
右

の
脳
が
融
合
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
動

物
の
脳
の
急
激
な
進
化
に
、
脳
の
融

合
・
合
体
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。

視
床
が
左
右
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
上
部
に
あ
る
大
脳
も
左
脳
、
右
脳

に
分
か
れ
て
い
る
。
脳
が
融
合
で
き
ず

左
右
に
分
裂
し
て
い
る
こ
と
は
、
人
間

精
神
の
根
源
的
意
味
が
あ
っ
て
、
人
間

は
単
体
近
似
で
真
実
に
せ
ま
り
、
進

歩
・
発
展
を
と
げ
て
き
た
。
視
床
と
は

「
眼
か
ら
の
視
神
経
が
通
る
床
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
人
間
の
感
覚
情
報
の

大
部
分
は
、
こ
の
視
床
を
通
る
神
経
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
。

大
脳
、
小
脳
、
脳
幹
の
交
差
点
に
位

置
す
る
視
床
は
「
情
報
の
中
継
セ
ン
タ

ー
」
と
も
い
う
べ
き
役
割
を
果
た
し
て

い
る
重
要
な
脳
で
あ
る
。
視
床
を
英
語

でthalam
us

と
い
い
、
そ
こ
か
ら

theta

（
シ
ー
タ
）
波
と
命
名
さ
れ
た
。

1
9
7
0
年
代
に
な
る
と
子
供
に
対

す
る
シ
ー
タ
波
の
研
究
が
多
数
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
シ
ー
タ
波
は
【
感

覚
外
知
覚
】
を
喚
起
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
イ
現
象
を
覚
醒
す
る
重
要
な
脳
波
で

あ
る
。

幼
児
期
の
シ
ー
タ
波
と
感
覚
外
知
覚

入
眠
期
過
同
期
生
シ
ー
タ
波
、
1
～

3
歳
の
幼
児
期
は
、
4
～
5
Ｈ
ｚ
の
高

振
幅
の
シ
ー
タ
波
が
両
側
前
頭
部
、
中

心
部
優
位
で
全
誘
導
に
わ
た
っ
て
数
秒

間
の
持
続
で
突
発
性
に
出
現
す
る
。
生

後
4
ヶ
月
ご
ろ
よ
り
出
現
し
、
幼
児
期

の
1
～
3
蔵
で
最
も
顕
著
に
な
る
。

11
歳
以
後
は
減
少
し
次
第
に
成
人
の

入
眠
期
パ
タ
ー
ン
に
な
る
。
幼
児
期
は
、

人
と
し
て
の
基
礎
的
発
達
の
目
ざ
ま
し

い
時
期
で
、
大
脳
神
経
は
80
％
が
完
成

さ
れ
る
。
運
動
面
で
は
基
本
的
な
体
の

動
き
を
2
歳
ま
で
に
達
成
し
、
速
度
、

柔
軟
性
、
局
部
的
な
動
き
が
発
達
す
る
。

精
神
面
は
認
知
、
記
憶
が
著
し
く
発

達
し
、
表
象
作
用
が
始
り
、
外
界
の
認

知
が
深
ま
る
。
ま
た
直
観
的
作
用
が
可

能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
音
楽
、
芸

術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
英
才
教
育
は
、

シ
ー
タ
波
が
顕
著
に
な
る
３
歳
頃
か
ら

始
め
る
と
天
才
的
才
能
が
培
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
幼
児
期
の
能
力
の
覚
醒
に

は
、
シ
ー
タ
波
の
生
理
学
的
エ
ビ
デ
ン

ス
が
あ
る
。「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」



8

の
諺
は
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
。

睡
眠
の
脳
波
と
感
覚
外
知
覚（
超
能
力
）

の
覚
醒

第
一
段
階
の
睡
眠
は
、
ア
ル
フ
ァ
ー

波
は
消
え
て
不
規
則
な
振
幅
の
波
が
現

れ
、
ウ
ト
ウ
ト
と
眠
り
か
け
た
状
態
。

第
二
段
階
の
睡
眠
は
、
頭
蓋
頂
鋭
波

の
シ
ー
タ
波
に
加
え
ア
ル
フ
ァ
ー
波
と

12
Ｈ
ｚ
～
14
Ｈ
ｚ
の
紡
錘
波
が
断
続
的

に
現
れ
、
寝
息
を
立
て
る
く
ら
い
の
睡

眠
。第

三
段
階
の
睡
眠
は
、
深
い
眠
り
の

デ
ル
タ
ー
波
（
0
・
5
Ｈ
ｚ
～
4
Ｈ
ｚ
）

が
脳
全
体
の
20
％
～
50
％
を
占
め
る
。

第
四
段
階
の
睡
眠
は
、
デ
ル
タ
ー
波

が
脳
全
体
の
50
％
以
上
を
占
め
熟
睡
の

状
態
を
い
い
、
健
常
者
の
睡
眠
は
第
一

段
階
か
ら
徐
々
に
深
い
眠
り
の
第
四
段

階
に
進
行
す
る
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

コ
ロ
ナ
が
巻
き
起
こ
す
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

　
　
　
　
　
　

竹
田　

稔
幸 

氏

日
時　

令
和
４
年
１
月
15
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社 

参
集
殿（
2
Ｆ
）

2
0
1
8
年
、
経
済
産
業
省
が
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
： 

Ｄ
Ｘ
）
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
当

時
は
誰
も
Ｄ
Ｘ
と
言
う
も
の
に
関
心
が

な
く
、
一
部
の
デ
ジ
タ
ル
オ
タ
ク
が
騒

い
だ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

奇
し
く
も
人
々
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
日
本
も
Ｄ
Ｘ

の
時
代
に
本
格
的
に
突
入
す
る
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
2
0
2
0

年
の
12
月
の
調
査
で
、
9
割
以
上
の
企

業
は
Ｄ
Ｘ
と
呼
べ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど

が
普
及
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
Ｄ

Ｘ
の
普
及
率
が
１
割
未
満
な
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
の
理
由
は
、
我
々
が
Ｄ
Ｘ
時

代
に
適
応
し
た
意
識
変
化
を
起
こ
し
て

い
な
い
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
と
言
う
の
は
、
リ
ア
ル
に
存
在

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り

便
利
に
す
る
た
め
に
進
化
し
て
き
ま
し

た
。
発
想
の
原
点
が
「
リ
ア
ル
」
に
あ

る
と
い
う
事
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｄ

Ｘ
は
、
発
想
の
原
点
が「
バ
ー
チ
ャ
ル
」

に
あ
る
の
で
す
。

署
名
捺
印
ひ
と
つ
と
っ
て
も
そ
う
で

す
ね
。
せ
っ
か
く
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

始
め
て
も
、
上
司
の
署
名
捺
印
の
た
め

に
出
社
す
る
と
言
う
馬
鹿
げ
た
事
態
が

起
こ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
Ｄ
Ｘ
を
実
践
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
デ
ジ
タ
ル
署
名
、
デ
ジ
タ
ル
捺
印

が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

が
現
実
は
そ
う
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

東
洋
に
は
古
く
か
ら
色
即
是
空
、
空

即
是
色
と
言
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
リ
ア
ル
が
バ
ー
チ
ャ
ル
へ
、

バ
ー
チ
ャ
ル
が
リ
ア
ル
へ
と
、
変
幻
自

在
な
様
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
変

幻
自
在
こ
そ
が
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
の
で
す
。

人
々
が
、
本
当
の
意
味
で
Ｄ
Ｘ
を
理

解
し
た
と
き
、
こ
の
世
は
色
即
是
空
、

空
即
是
色
と
な
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
大
き
な
意

識
の
変
化
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。
Ｉ
Ｔ 

は
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
で
は

な
く
、
意
識
や
感
情
の
世
界
へ
と
広
が

り
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
原
点

は
、
リ
ア
ル
の
世
界
で
は
な
く
、
バ
ー

チ
ャ
ル
の
世
界
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
変
化
は
表
面
か
ら
で

は
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
、
色
即
是
空
、
空
即
是
色
な
の
で

す
。2

0
2
2
年
に
は
Ｄ
Ｘ
の
大
波
が

や
っ
て
き
ま
す
。
気
づ
か
ぬ
人
は
、
知

ら
ぬ
間
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
意
識
の
変

化
に
目
を
向
け
、
こ
の
大
波
に
備
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
1
号（
1
9
8
3
年
6

月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　

藤
倉  

啓
次
郎

（
前
回
分
）

南
印
度
へ

三
月
三
日
私
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
南
方

二
二
○
○
粁
余
り
の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ッ
ド
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を
訪
れ
た
。

印
度
第
五
の
大
都
市
で
あ
る
。
古
い

回
教
徒
の
町
で
、
町
に
は
多
数
の
回
教

的
建
物
が
あ
る
。
町
か
ら
一
〇
粁
ほ
ど

離
れ
た
処
に
数
百
年
前
の
ゴ
ル
ゴ
ン
ダ

城
の
廃
櫨
が
あ
る
。
日
光
の
鳴
竜
と
同

様
拍
手
す
る
と
天
井
で
音
響
を
発
す
る

建
物
が
あ
る
。

町
か
ら
こ
こ
に
来
る
途
中
、
昔
の
王

達
の
立
派
な
回
教
建
物
式
墓
が
数
ケ
所

に
見
ら
れ
た
。
墓
の
荘
厳
さ
が
死
者
の

あ
の
世
の
幸
福
を
保
証
す
る
訳
で
も
な

い
だ
ろ
う
が
。
む
し
ろ
つ
わ
者
ど
も
の

夢
の
あ
と
の
感
を
起
こ
さ
せ
る
。

こ
の
町
の
博
物
館
は
見
る
価
値
が
あ

る
ら
し
い
の
で
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
生
憎

と
金
曜
日
で
回
教
方
式
で
休
館
だ
っ
た

の
は
残
念
だ
っ
た
。

こ
の
町
に
は
一
泊
し
た
が
ホ
テ
ル
の

名
は
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
と
い
う
。
こ
の

名
は
仏
教
の
中
論
哲
学
を
説
き
、
大
乗

仏
教
八
宗
の
祖
と
も
称
さ
れ
、
ま
た
般

若
波
羅
蜜
多
と
も
縁
深
い
偉
大
な
る
仏

教
僧
・
竜
樹
菩
薩
の
印
度
原
名
で
あ
る
。

（
今
回
こ
こ
か
ら
続
き
ま
す
）

こ
の
町
か
ら
南
々
東
一
五
〇
粁
の
処

に
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
湖
が
あ
る
が
、
そ

の
辺
が
竜
樹
菩
薩
の
生
地
ら
し
く
ま
た

遣
跡
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
が
予
め
分

っ
て
い
た
ら
、
私
は
こ
こ
で
も
う
一
泊

し
て
そ
の
遺
跡
を
お
参
り
す
る
の
だ
っ

た
。三

月
四
日
夜
予
定
よ
り
二
時
間
遅
れ

の
飛
行
機
で
ハ
イ
デ
ラ
バ
ゥ
ド
か
ら
バ

ン
ガ
ロ
ー
ル
に
向
っ
た
。
到
着
は
午
後

十
時
頃
。
幸
い
に
も
旅
行
会
社
員
の
出

迎
え
が
あ
っ
て
無
事
ホ
テ
ル
に
つ
い
た

が
、
途
中
夜
目
に
も
美
し
い
町
と
感
じ

た
。
こ
こ
は
英
国
が
統
治
中
に
つ
く
っ

た
庭
園
を
も
っ
た
建
物
や
公
園
や
並
木

の
多
い
町
で
あ
る
。
州
政
府
が
あ
る
。

こ
の
町
に
ブ
ル
テ
ン
プ
ル
と
い
う
お

寺
が
あ
る
。
巨
大
な
石
で
造
っ
た
牛
像

が
本
尊
様
で
、
本
物
の
牛
よ
り
も
大
き

そ
う
で
あ
る
。
参
詣
し
て
乞
食
の
歓
迎

を
受
け
た
。

泊
っ
た
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
、
現
代
最

高
の
超
能
力
聖
者
サ
イ
バ
バ
の
写
真
が

掲
げ
て
あ
る
の
で
フ
ロ
ン
ト
の
人
達
に

尋
ね
た
ら
、
サ
イ
バ
バ
の
信
者
だ
と
い

う
ホ
テ
ル
売
店
の
主
人
を
紹
介
し
て
く

れ
た
。
サ
イ
バ
バ
の
処
へ
行
き
た
い
な

ら
案
内
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
住
所

だ
け
を
き
い
て
お
い
た
。
バ
ン
ガ
ロ
ー

ル
の
北
方
約
二
〇
〇
粁
の
ア
ラ
ン
タ
プ

ー
ル
に
本
拠
が
あ
り
、
ま
た
こ
こ
バ
ン

ガ
ロ
ー
ル
か
ら
二
五
粁
の
地
点
に
ア
シ

ュ
ラ
ム（
道
場
）が
あ
る
と
の
話
だ
っ
た
。

三
月
五
日
午
後
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の

南
西
約
一
三
〇
粁
の
マ
イ
ソ
ー
ル
に
バ

ス
で
行
く
。
途
中
バ
ス
は
椰
子
の
実
を

売
る
店
の
前
で
一
時
停
留
す
る
。
そ
の

間
乗
客
は
椰
子
の
実
の
一
端
を
切
落
し

た
の
を
買
求
め
て
そ
の
中
の
水
を
呑

む
、
私
も
呑
ん
だ
が
、
暑
い
最
中
な
の

で
誠
に
甘
露
の
味
が
し
た
。

こ
の
バ
ス
路
線
は
広
大
な
平
泉
の
中

の
簡
易
舗
装
道
路
を
走
る
。
ま
ば
ら
な

樹
木
は
あ
る
が
密
林
は
全
く
な
い
。
マ

イ
ソ
ー
ル
の
近
く
に
は
桑
畑
や
米
田
ら

し
い
の
が
見
え
た
が
、
何
か
日
本
の
土

地
に
会
っ
た
よ
う
な
親
し
み
を
覚
え
た
。

マ
イ
ソ
ー
ル
は
昔
マ
イ
ソ
ー
ル
王
国

の
王
様
が
造
っ
た
町
だ
そ
う
だ
が
、
大

変
奇
麗
な
町
で
あ
る
。
附
近
に
は
養
蚕

業
や
機
械
工
場
が
多
い
ら
し
い
。

町
か
ら
一
〇
粁
ほ
ど
離
れ
た
処
に
チ

ャ
ム
ン
デ
イ
ヒ
ル
が
あ
り
そ
こ
に
大
き

な
回
教
寺
院
が
あ
り
、
多
く
の
参
拝
者

を
集
め
て
い
る
。
又
こ
の
丘
の
上
に
豪

華
な
ホ
テ
ル
も
あ
る
が
も
と
は
王
宮
だ

っ
た
と
い
う
。

町
の
中
央
に
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
宮
殿
と
称

す
る
豪
華
な
建
物
が
あ
る
。
宮
殿
二
階

の
天
井
に
は
立
派
な
絵
画
が
画
か
れ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮

殿
と
は
何
れ
が
先
輩
格
に
な
る
の
だ
ろ

う
。
日
曜
日
の
夜
に
は
一
時
間
ほ
ど
こ

の
宮
殿
と
そ
の
周
囲
の
外
壁
に
全
面
的

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
す
の
だ
が
、

そ
の
光
景
は
す
ば
ら
し
い
。
私
は
幸
い

に
も
こ
の
光
景
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
。こ

の
辺
で
産
す
る
絹
織
物
は
日
本
産

よ
り
も
上
質
で
安
い
そ
う
だ
。
私
は
日

本
へ
の
お
土
産
に
少
々
買
求
め
た
。
し

か
し
こ
の
町
で
、
コ
ダ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム

を
買
っ
た
ら
東
京
で
の
二
倍
以
上
の
値

段
だ
っ
た
。

こ
こ
の
ホ
テ
ル
で
は
久
し
振
り
に
バ

ス
に
お
湯
を
満
し
て
タ
ッ
プ
リ
と
身
体

を
浸
し
て
よ
い
気
持
に
な
っ
た
。
ま
た

こ
こ
で
三
人
の
日
本
入
技
術
指
導
者
に

会
っ
て
こ
れ
ま
た
久
し
振
り
に
日
本
語

を
自
由
に
話
せ
た
の
も
楽
し
い
想
出
で

も
あ
る
。

マ
イ
ソ
ー
ル
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
は
デ

カ
ン
高
原
と
称
す
る
海
抜
七
〇
〇
米
の

地
帯
に
あ
る
の
だ
が
、
高
原
と
い
っ
て

も
日
本
の
高
原
の
感
じ
は
し
な
い
。
余

り
に
も
広
い
地
域
で
あ
り
緑
も
少
い
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
北
緯
一
二
度
と
い
う

南
方
だ
か
ら
夏
の
感
じ
が
す
る
。
マ
イ

ソ
ー
ル
で
は
洋
服
の
上
衣
を
着
て
い
る

人
は
い
な
い
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
戻
る
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マ
イ
ソ
ー
ル
に
二
泊
し
て
三
月
七
日

の
午
後
、
バ
ス
で
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
行

き
、
そ
こ
か
ら
飛
行
機
で
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
に
戻
っ
た
。

三
月
八
日
の
晩
に
は
ア
ニ
ー
ル
先
生

の
娘
む
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
さ
ん
（
大
学

の
英
語
教
師
）
の
招
待
を
受
け
同
氏
の

家
で
夕
食
を
い
た
だ
い
た
。

翌
九
日
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
さ
ん
は
オ
ー
ト

バ
イ
の
後
に
私
を
乗
せ
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

市
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
極

め
て
有
効
な
観
光
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

に
は
ネ
ー
ル
の
墓
地
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

大
学
、
新
ス
タ
デ
ィ
ア
ム
（
競
技
場
、

収
容
入
員
一
〇
万
人
）
な
ど
が
あ
る

が
、
何
れ
も
狭
い
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
広
大
な
敷
地
を
も
っ
て
い

る
の
に
は
驚
く
。

ま
た
印
度
で
製
作
し
た
映
画
も
見
せ

て
貰
っ
た
。
ま
た
私
は
別
の
日
一
人
で

印
度
映
画
を
見
た
が
な
か
な
か
勉
強
に

な
っ
た
。
印
度
の
裕
福
階
級
の
生
活
も

お
よ
そ
想
像
で
き
た
。
わ
れ
わ
れ
の
到

底
及
ば
な
い
高
い
生
活
の
よ
う
で
あ

り
、
貧
富
の
差
の
大
き
さ
も
一
層
感
じ

ら
れ
た
。
一
流
映
画
館
で
日
本
金

一
〇
〇
円
位
で
見
ら
れ
る
の
は
安
い
。

初
め
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
氏
は
映
画
ガ
ン
ジ

ー
を
見
な
い
か
と
勧
め
た
の
だ
が
、
私

は
印
度
産
を
所
望
し
た
。
映
画
ガ
ン
ジ

ー
は
東
京
で
四
月
に
な
っ
て
か
ら
見
た
。

ガ
ン
ジ
ー
の
精
神
的
偉
大
さ
に
は
誠
に

感
動
さ
せ
ら
れ
た
。
私
は
一
昨
年
印
度

に
行
っ
た
時
、
印
度
に
は
精
神
的
偉
人

が
多
い
の
に
な
ぜ
後
進
国
に
な
っ
て
い

る
の
か
と
、
国
立
教
育
研
究
所
長
に
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
長
い
間
の
英

国
支
配
に
よ
り
発
展
を
阻
害
さ
れ
た
か

ら
だ
と
答
で
あ
っ
た
。
今
度
映
画
ガ
ン

ジ
ー
を
見
て
そ
の
意
味
も
よ
く
諒
解
で

き
た
。

印
度
の
新
聞
に
一
九
九
〇
年
頃
に
は

印
度
に
緑
が
な
く
な
る
危
険
が
あ
る
と

の
警
告
記
事
が
の
っ
て
い
る
の
を
読
ん

だ
。
印
度
は
無
理
し
て
日
本
や
ア
メ
リ

カ
を
真
似
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

糸
川
英
夫
先
生
は
「
第
三
の
道
」
で
印

度
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
先
進
国
で
あ
る
。
私
は
こ
の
本
を
ア

ニ
ー
ル
先
生
に
差
上
げ
た
。
先
生
の
息

子
さ
ん
は
日
本
語
が
達
者
だ
か
ら
何
れ

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。

日
本
へ
帰
る

三
月
十
二
日
早
朝
ま
だ
暗
い
中
を
ア

ニ
ー
ル
先
生
の
見
送
り
を
受
け
て
、
私

は
東
京
へ
向
け
て
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
を
出

発
し
た
。
ア
ニ
ー
ル
先
生
を
初
め
多
く

の
人
達
に
感
謝
し
つ
つ
、
ま
た
印
度
の

秩
序
あ
る
発
展
を
願
い
な
が
ら
。

東
京
へ
戻
っ
て
一
先
づ
ホ
ッ
と
し
た

が
、
そ
の
後
も
旅
行
の
あ
と
始
末
が
続

い
て
い
る
。

ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ェ
ナ
師
の
教
え
を

広
め
る
こ
と
。
般
若
波
羅
蜜
多
女
神
の

存
在
を
周
知
す
る
こ
と
。
ゴ
ー
ピ
師
を

日
本
へ
招
待
す
る
こ
と
な
ど
と
私
の
勧

め
も
ま
だ
続
く
だ
ろ
う
。（
一
九
八
三

年
四
月
三
〇
日
）

ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
に
対
す
る
私

の
質
問
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
師
の
お
答

え
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

私　

悟
り（Enlightenm

ent

）と
い
う

こ
と
は
真
実
の
実
在
世
界
を
体
験
す
る

こ
と
で
は
な
い
か
。

師　

正
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
が
普
通
に
経
験
し
て
い
る
世
界
は
五

感
に
よ
っ
て
生
じ
た
世
界
で
あ
る
。
五

感
は
心
に
よ
っ
て
演
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
が
わ
れ
わ
れ
が
普
通
に
見
る

世
界
で
あ
る
。
悟
り
に
入
れ
ば
意
識
に

対
面
す
る
。
そ
れ
が
真
実
の
世
界
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
わ
れ
わ
れ
の
心
は
物
質

的
な
力
に
反
応
し
て
普
通
の
世
界
を
現

出
す
る
の
で
あ
る
。
悟
り
に
お
け
る
高

い
意
識
状
態
で
は
、
感
覚
は
外
的
世
界

か
ら
切
断
さ
れ
て
意
識
の
内
部
世
界
だ

け
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
は
物
質
世

界
は
消
え
さ
り
実
在
だ
け
が
残
る
の
で

あ
る
。

私　

自
分
自
身
を
知
る
方
法
は
ど
う
す

る
か
。
瞑
想
に
よ
る
の
か
。

師　

そ
の
通
り
瞑
想
に
よ
る
。
そ
れ
は

神
で
も
月
で
も
花
で
も
よ
い
。
何
か
一

点
の
的
に
心
を
集
中
す
る
の
だ
。
そ
れ

を
継
続
す
る
と
し
ま
い
に
は
そ
の
的
だ

け
が
意
識
に
残
り
外
部
世
界
は
消
え
て

し
ま
う
。
次
に
は
そ
の
的
も
消
え
去
り

意
識
だ
け
が
残
る
。
そ
し
て
自
分
ひ
と

り
に
な
る
。
こ
こ
で
自
分
自
身
の
深
い

自
己
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
ま

た
実
在
で
あ
り
意
識
で
あ
る
。

私　

自
分
自
身
を
知
る
こ
と
と
悟
り
と

は
相
違
が
あ
る
か
。

師　

そ
れ
は
全
く
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

悟
り
と
は
真
の
自
分
自
身
を
知
る
こ
と

で
も
あ
る
。

普
通
わ
れ
わ
れ
は
、
太
陽
を
見
た
り

月
を
見
た
り
山
を
見
た
り
木
を
見
た
り

し
て
、
こ
れ
が
太
陽
だ
月
だ
と
い
う
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
自
身
は
何
か
と
な
る
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と
分
か
ら
な
く
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
何

か
、
わ
れ
わ
れ
は
何
処
か
ら
来
た
の

か
、
何
処
へ
行
く
の
か
、
何
の
た
め
に

生
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
こ
れ

等
の
問
題
に
ど
う
答
え
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
。
ミ
ス
テ
リ
ー
に
迷
い
込
ん
で

し
ま
う
。

正
し
い
瞑
想
に
よ
っ
て
悟
り
に
入
る

と
わ
れ
わ
れ
の
領
域
か
ら
現
実
世
界
が

後
退
し
て
見
え
な
く
な
る
。
そ
し
て
不

思
議
な
こ
と
に
自
分
自
身
が
或
は
荒
野

の
如
く
或
は
芝
生
の
如
く
或
は
大
海
の

如
く
拡
が
る
の
が
分
か
る
。
す
る
と
今

ま
で
自
分
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
自

分
で
は
な
い
。
自
分
は
何
か
他
の
も
の

で
あ
る
と
感
ず
る
。
そ
れ
は
丁
度
夢
み

る
者
が
夢
の
中
で
森
だ
川
だ
人
間
だ
と
見

え
て
い
た
の
が
、
朝
目
を
さ
ま
し
て
目
を

開
い
て
、
自
分
は
夢
み
て
い
た
。
あ
の
人

間
、
あ
の
森
あ
の
川
は
夢
だ
っ
た
。
そ

こ
に
は
自
分
は
い
な
か
っ
た
。
自
分
の

父
も
自
分
の
家
も
自
分
の
兄
弟
も
覚
え

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
夢
の
中
で
は

相
手
側
の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。

こ
れ
と
同
様
で
、
瞑
想
に
よ
っ
て
覚

醒
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
本
物
と
考
え

て
い
る
こ
の
世
界
は
夢
に
す
ぎ
ず
、
自

分
は
今
ま
で
と
全
く
違
っ
た
何
物
か
で

あ
る
と
い
う
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て

別
世
界
の
地
球
に
、
別
の
生
命
に
、
別

の
存
在
に
目
が
醒
め
る
。

わ
れ
わ
れ
は
意
識
の
小
単
位
で
な

く
、
ま
た
小
さ
い
個
人
で
も
な
く
、
宇

宙
そ
の
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
太
陽
と

共
に
あ
り
、
月
と
共
に
あ
り
、
地
球
と

共
に
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
見
え
る
宇
宙

の
す
べ
て
は
自
分
の
一
部
で
あ
る
と
。

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
は
単
な
る
個
人

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

私　

師
の
体
験
し
た
神
秘
的
世
界
に
つ

い
て
出
来
る
だ
け
詳
し
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

師　

親
愛
な
る
友
よ
、
答
え
よ
う
。
神

秘
的
世
界
と
い
う
け
れ
ど
私
に
と
っ
て

は
い
つ
も
い
つ
も
そ
の
有
様
な
の
で
あ

る
。四

十
五
年
前
に
私
が
覚
醒
し
て
以

来
、
天
の
恩
寵
に
よ
り
私
は
徐
々
に
し

か
も
確
実
に
、
光
明
の
中
で
食
べ
、
呼

吸
し
、
眠
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
常

に
光
の
世
界
に
あ
り
、
私
の
中
も
外
も

光
で
あ
る
。

私
は
浮
揚
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
私
の
身
体
は
風
船
と
そ
れ
を
地
球

に
つ
な
ぐ
細
長
い
紐
を
想
像
し
て
み
よ

う
。
私
自
身
の
意
識
は
空
中
に
浮
び
、

ま
た
何
処
ま
で
も
拡
が
る
風
船
の
よ
う

に
、
私
は
感
じ
る
。
ま
た
私
は
細
い
紐

で
こ
の
地
球
に
つ
な
が
れ
て
い
る
よ
う

で
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
紐
が
私
自
身
で

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
私
は
ま
た
雲
の

中
に
あ
り
空
中
に
あ
る
宇
宙
的
存
在
で

あ
る
と
も
感
じ
る
。

私
の
心
は
四
十
五
年
前
と
は
違
っ
て

い
る
。
い
ま
私
は
光
の
海
と
し
て
生
き

て
い
る
。
そ
の
中
で
私
の
エ
ゴ
は
一
つ

の
木
片
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
と
浮
動
す

る
よ
う
に
も
感
じ
る
。
ま
た
私
は
あ
る

目
標
に
向
か
っ
て
高
く
高
く
昇
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
私
の
身
体
で
も

な
く
、
感
覚
で
も
な
く
、
精
神
で
も
な

い
。
そ
れ
は
宇
宙
に
お
け
る
す
べ
て
で

あ
る
。

一
九
三
七
年
に
私
が
初
め
て
目
覚
め

た
時
、
光
の
放
射
線
が
私
の
背
骨
を
下

か
ら
上
へ
と
昇
り
脳
に
達
し
た
と
感
じ

た
。
そ
し
て
そ
の
放
射
線
と
共
に
私
は

ど
ん
ど
ん
拡
が
り
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
よ
う
に
感
じ
た
。
し
か
し
今
は
そ
れ

が
神
秘
的
物
語
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

そ
し
て
そ
の
物
語
の
中
で
、
一
九
三
七

年
に
自
分
が
拡
大
す
る
の
が
見
え
る
の

で
あ
る
。
分
か
る
か
ね
？

私
は
い
ま
私
の
意
識
が
宇
宙
に
拡
が

り
つ
つ
あ
る
の
が
分
か
る
。
ま
た
寝
て

も
醒
め
て
も
光
の
楽
園
に
い
る
。
あ
な

た
と
話
し
て
る
今
で
も
私
の
目
の
前
に

は
光
が
あ
る
。
食
べ
る
間
も
眼
前
に
光

が
あ
る
。
私
は
地
上
に
あ
り
な
が
ら
光

と
意
識
の
世
界
に
い
る
。
こ
れ
は
途
方

も
な
い
体
験
で
あ
り
、
ま
た
楽
し
い
体

験
で
あ
り
、
そ
れ
は
幸
福
、
平
安
、
調

和
で
あ
り
、
こ
の
世
に
は
こ
れ
に
比
す

べ
き
何
物
も
な
い
、
如
何
な
る
王
国
も

快
楽
も
こ
の
内
的
な
王
国
に
比
す
べ
き

も
の
は
な
い
。

こ
れ
は
天
の
恩
恵
で
あ
り
、
正
し
い

生
活
、
清
ら
か
な
生
活
、
瞑
想
と
神
を

敬
う
こ
と
だ
け
が
、
徐
々
に
こ
の
レ
ベ

ル
に
心
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
国
は
わ
れ
わ
れ
の
心
の
内
に
あ

る
。
こ
れ
を
私
は
世
界
の
人
た
ち
に
気

付
か
せ
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
天
国
は

遠
く
は
な
い
。
仏
陀
は
離
れ
て
は
、
い

な
い
。
ク
リ
シ
ュ
ナ
も
ま
た
去
っ
て
は

い
な
い
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
心
の
内

に
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
知
る
べ
き
こ
と

は
こ
の
内
な
る
王
国
、
内
な
る
王
国
と

共
に
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
内
な
る

天
国
と
わ
れ
わ
れ
の
間
に
は
薄
い
ヴ
ェ

ー
ル
が
あ
り
カ
ー
テ
ン
が
あ
る
。
こ
の

カ
ー
テ
ン
を
取
除
く
べ
き
で
あ
る
。
一

た
び
こ
の
カ
ー
テ
ン
を
取
去
れ
ば
わ
れ

わ
れ
は
わ
が
王
国
の
内
に
あ
り
、
仏
陀

の
前
に
お
り
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
前
に
い

る
。こ

の
カ
ー
テ
ン
を
取
去
る
に
は
正
し

い
生
活
が
必
要
で
あ
る
。
正
し
い
生
活
、
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良
い
健
康
、
正
し
い
行
な
い
、
良
い
心

と
日
々
の
祈
り
と
瞑
想
と
願
い
と
が
必

要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
常
に
目
の
前

を
神
聖
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
心

が
清
く
、
行
な
い
が
正
し
く
、
考
え
が

健
全
で
、
常
に
神
を
念
ず
る
な
ら
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
天
国
に
至
る
だ
ろ
う
。

ヴ
ェ
ー
ル
を
取
去
れ
ば
天
国
は
目
の

前
に
現
わ
れ
る
。
私
は
世
界
の
人
々
が

こ
の
秘
密
を
知
る
こ
と
を
望
ん
で
止
ま

な
い
。
そ
れ
は
神
の
王
国
に
住
め
る
こ

と
で
あ
り
、
何
れ
の
方
面
も
よ
く
な
る

こ
と
で
あ
り
、
何
れ
の
方
面
か
ら
も
愛

や
善
や
同
情
や
慈
悲
が
現
わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
憎
し
み
も
な
く
、
戦
争
も
な

く
、
悲
哀
も
な
く
、
野
望
も
な
く
、
恨

み
も
な
く
、
そ
し
て
善
、
愛
、
正
し
い

行
な
い
、
正
し
い
考
え
、
正
し
い
努
力
。

こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
王
国
は
わ
れ
ら
に

あ
り
天
国
も
わ
れ
ら
に
あ
る
。

わ
れ
ら
の
内
に
あ
る 

こ
の
傑
大
な

神
聖
な
力
は
、
わ
れ
ら
の
願
い
を
満
た

す
だ
ろ
う
し
、
そ
し
て
わ
れ
ら
は
単
な

る
生
き
も
の
で
は
な
く
、
神
聖
な
存
在

で
あ
り
、
こ
の
地
上
の
何
物
に
も
勝
る

王
国
を
、
天
は
わ
れ
ら
に
約
束
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
だ
ろ
う
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「心」の中で想い浮かべた「文字や絵」を、
光を遮断したフィルムの上に写し出す事を、
念写といいます。「念写」は今から約110年も
前の1910年に、世界に先駆けて、福来友吉先
生によって発見されました。当時は2元論（形
而上学、形而下学）が盛んであり、心の世界と
物の世界は別であると考えておりました。形
而上学は精神や心（意識）、形而下学は物質や
科学技術を意味しております。当時の欧米人
の知識人の多くは、キリスト教を信仰しており、
キリスト教では、｢父と子と精霊｣ と言われるよ
うに、心（精神）はキリストによって与えられた、

「信者の心（精神）は､ 体内にあり、神である。
したがって、神を研究する事や分析すること
は出来ない」と教えていたらしい。

しかし、福来先生は､ 2元論の間の壁を取り
除いて、両者を総合的に研究する。つまり、心
と物を統合して、心が体外にある物質に直接に
作用して｢念写像｣を造るのだろう､と説明した。
　これは、当時の知識人には受け入れられ難
い説明（解釈）であった。永い時間が経過し
て、量子力学が進歩してきて、心〈精神〉を科
学として扱う様になってきた。例えば、量子
脳理論で有名な英国、ロジャー・ペンローズ

（1931〜現在）は、ノーベル物理学賞を2020
年に受賞した。　

体外に放出された意識（心）は量子論で説

明することが出来、宇宙・空間に広く拡散し
ている、と説明した。すでに福来先生は、体
外にある念写の「念」は願いを持ったネルギー
であり、宇宙空間に広く拡散し充満している、
と世界に先駆けて、説いております。　　

1980年になると、佐々木茂美（動画：佐藤
禎花）は、体外の空間に、三日月型の月の念
写像の動的な連続撮影に成功した。そして之
の解析から福来先生のねん「念」は陰陽サイ
spin対（光子群）であると主張した。つまり
112年前に福良先生が発見した「念写」はこの
量子で説明する事が出来る、と主張した。

我々が生活している環境の中で、最も安定
していて、しかも永久運動をしているのは電
子である。この電子は陰性であり、波状（く
も状）に存在している。他方肉体の内部には
陰性と陽性の電子の流れ（東洋医学）がある。
これを例えば ｢気、サイ｣ という。呼吸法等を
応用して脳波の周波数を下げて変性意識状態

（ASC）になり、目を閉じて、非肉眼で物を見
る。すると､ 無意識層から陰陽サイspin 対（光
子群）が放出されて、体外の空間にあるオー
ブに付着して意識体を形成する。意識体は、
意識の指示により、マクロPKとして、スカ
ラー波を介して、共鳴・共振によって、念写
像が形成される、と考えている。

念写研究における意識と物質念写研究における意識と物質
栗田 慶祐
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B）「生霊の憑依を指摘！」
あの社長に若い女性の生霊が憑いている！
後にこの社長は自転車で転倒し大怪我して入
院。会社も倒産の憂き目に、霊能力者の霊視
の通りに女の実名や年齢までピタリ一致。

（生霊の検証）

Ⅴ「霊能力の発現は、先天的か？後天的能力か？」
１）先天的能力：遺伝的素質（父母、祖父母

など肉親からの遺伝的形質による）
２）先天的能力：宿命的発現（前世からのカ

ルマ）
３）後天的体験：運命的開眼（極度の苦難と

突如として神の啓示を受けたケース）
４）奇跡的発現：意識の喪失（病気や事故で死

に直面して一時的に意識を失ったケース）
５）神秘的発現：夢見のとき（睡眠中に光や

神仏に出会う神秘体験のケース）
６）修行的発現：宗教の修験者たちの難行苦

行やイタコ・ユタ・ノロ・ゴミソなどの修行）
７）霊能開発法：現代の能力開発で体得する

手法（イメージ・トレーニング、リーディング、
チャネリング、アカシックレコード等々）

Ⅵ「能力開発法は？」
太古の人類は自然界の驚異や猛獣などの闘

いから本能的に自己の生命の危険から身を護
る進化の過程で本能として磨かれた“予知能
力”の感性、即ち“超感覚的知覚”が鋭敏にな
ったと考える。だが現代人は通常の生活で命
の危機に晒されず、鋭敏な能力などは潜在化
したか、退化したかと思える。

旧来の霊能力開発法は、神道や修験道では
山に籠り、神人合一の境地に至り「鎮魂帰神
法」などにより超能力を自発的に身につけた。
仏教では瞑想や荒行による修行や読経によ
り、神通力を得た。

近代では、人の潜在能力による合理的な脳
科学や生理心理学理論による開発法が考えら
れている。

そこで私は瞑想法や自律訓練法、イメージ
法などの能力開発法でかって世界的に流行っ
た「シルバ・マインドコントロール」法を体

験した。さらに発展した「イメージ・トレー
ニング法」がある。
＊開発法を簡単に紹介すると、
①座法（安静にして座る法）
②呼吸法（腹式呼吸法など）
③弛緩法（自律訓練法と同じような手法）
④�瞑想法（座禅と同じように変性意識状態へ

誘導）
⑤イメージ法（イメージへの感覚投入）
⑥応用法（様々な実地の応用開発法）

しかし近代科学が発達し、文化的生活の恩
恵を浴すようになった現代人は、身を護る本
能的な予知能力、いわゆる「超能力」など次
第に潜在意識下に封じ込められてしまった。

（おわりに）
科学的に証明できない現象などは認められ

ないとする唯物論的思考の人たちは、これら
の存在はあり得ないか、あってはならない現
象だと思うだろう。だが私は60年間「心霊現
象」を研究している立場から言うと、人間は
死後も霊魂として永遠に存続し、いずれ前世
のカルマを持って転生するものと考えている。

「生あるものは必ず死す」～真理である。
ゆえに人生は霊的進化を遂げる途上の一里

塚に過ぎない。多くの人間は「死んだら一巻
の終り」だと思っている。従って霊的にいさ
さかの進歩もせず、幾代も低次元で輪廻転生
を繰り返している現代人が多い。

「人生は蒔いた通りの花が咲く」～真理である。
今生かされている我々が最も大切な学ぶべき

「霊的世界」の真相は、富や権力、名誉とか
の価値観ではなく、世のため、人のために奉
仕し、無償の愛や思いやり、寛容、反省や感
謝の心などの価値観を心に浸透するならば、
迫り来る大惨禍への警鐘に対する気づきであ
り、心構えとなろう。

最後に、私は人類の生命や文化に役立たな
い科学などは無意味だと考えている。
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２）「幽霊が出る！という部屋での撮影実験」
＊事故物件（自殺者）承知で借りた人からの訴
え！

オーブが多数飛来した映像と高感度電磁波
測定器でも収録後、画像解析を行った。（V
解析あり）

３）「霊媒による憑依ハプニング！」
＊旅先の旅館で霊媒2名が霊に憑依して絶叫！

「私達はこの部屋で心中したと男の名を叫
ぶ！」＝調査の結果、旅館で男女の心中事件
があり逃げた男の名も事実と判明。（憑依の
V収録あり）

４）「某大学教授と霊能力者とのTV対決！」
＊霊視が正解なら教授を辞職すると記者会見！

「初公開の物質だが何に使うか？分子構造は？」
霊視では「航空機の新素材と正解」だが、分
子構造までは言えないので「辞職しない」と
の弁。

５）「霊能力者の脳内活動を測定する！」
＊能力者Aは被験者Bを霊視した時の脳内活
動を「光トポグラフィー」で大脳内の血流測
定を行う。

脳内計測（下記の写真）前頭葉のグラフは
低下して雑念の無い状態を示している。一
方、後頭葉は起伏が大きくイメージがよく現
れている。

前頭葉・後頭葉

Ⅲ「霊視のメカニズムは？」
①�目を開けている時は意識を対象物に感覚投

入させ、頭に浮かんだ映像と感情が伝わっ
てくる。

②�目を閉じた時は第3の眼の辺りから脳に直
接働きかけ、後頭部の視覚野にイメージ映
像が映る。

③�イメージ・スクリーンに初め光が見え、次ぎ
に断片的なモノから次第に全体像が現れる。

④�脳内の血流測定における研究では、瞑想の
時とか、ある意味ボーッとしているような
状態の時、あるいは無意識状態の時に、前
頭葉の脳内の血流活動が低下する。その反
面、後頭葉の視覚野の血液量は増大する。
この現象を“デフォルトモードネットワー

ク” DMN（Default Mode Network）という。
これはインスピレーションとも関係している
最新理論である。

“超能力”（Psychics）と一口に言っても、
霊的な媒介がある現象と霊魂を介さない現象
の違いを区別する必要がある。分かり易く言
えば、「霊視」は霊魂を媒介として視るのに
対して、「透視」は霊魂とは関わりなく意識
を拡大してサイ（気）によって視る現象との
違いだと私は考えている。

Ⅳ「霊視ではどう視えるのか？」
世界的に有名な霊能力者のネラ・ジョーン

ズ（イギリス）は、ロンドン警察で犯人逮捕
につながる情報を霊視し、数々の表彰状を授
与されている。

その彼女に霊視の視え方を訊いた。
「霊視には2つある。直視すると現実の空間
にファーとガス状のものが形を成し、人物像
が脳裏に浮かび上がる」。もう1つは閉眼の
霊視で「人物の容姿や服装、状態、動作など
が次々とイメージ映像のように脳裏に浮かぶ
ケースとが感じられる」。

＊次に科学的ではないが、霊視の実地検証で
確証を得た事例
A）「霊視の検証は国内の優れた能力者で試み
る！」
初めて訪れた場所（鎌倉で霊視実験を試みる）
霊能力者「あの樹木の枝で母親と娘とが首吊
り心中している姿が視える」という霊視であ
った。園内を掃除していた作業人に聞いて確
かめると「昨年秋ごろ、正しくあの木の枝に
親子が首を吊って心中した！」との証言。（死
霊の検証）
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隊長からあなたはぜひ生き証人になれと命じ
られた。多くの将兵たちは戦死。私だけ生き
残るなど耐えられないと手榴弾で自爆。だが
気がついたら米軍の野戦病院のベッドだっ
た。今も体内に小さな破片が20数個入って
いる」と告白。

立会人は東工大の宮城音弥教授（心理学）
で「島の名は分からなかったが、戦場での激
戦の状況は視えていたようだ」との感想を述
べた。

＊硫黄島戦では1945年2月に米軍が上陸、旧
日本軍2万1900人、米軍6821人が戦死。

「心霊現象とは？」
心霊的スピリチャル（Spiritual）な現象を

いう。いわば超常現象の中で、とりわけ霊魂
が介在していると考えられる現象である。

「霊能力者とは？」
主に宗教的修行者や霊媒が霊魂を媒介とし

て心霊的能力を発現する人を心霊能力者と呼
んでいる。霊魂もある種のエネルギーを発し
ている。

超心理学では特異能力と呼び、一般的に物
理的現象に則り心霊とはつながらないサイ

（Psychics）現象で、ESPとされる透視、遠隔
視、テレパシー、予知、予言等やPKという
念力、念動力、念写などと区別している。

「心霊現象」を大別すると、
①「精神的心霊能力」
霊視、霊聴、霊言、異言、精神感応、心霊鑑
定、予知、予言、霊査、霊媒、自動書記、憑
霊、霊界交信、霊感など。

②「物理的心霊現象」
自動書記、自動書画、物質化現象、物品浮揚、
物品引き寄せ、心霊写真など。

③「心霊的治療」
遠隔治療、直接治療、心霊治療、心霊手術、
前世療法や除霊、浄霊など。

Ⅰ「死者の霊魂は存在するか？」

福島県在住で当時86歳の職能霊能力者Ｍ
さん、初対面で「あなたのご先祖が先ほどか
らここに来ている。母方のご先祖で裃を着た
武士」。「証拠は？」と訊くと「家紋が視える」
と言い、紙に描いた。「表と裏の家紋をピタ
リ書いた！」（撮影Vあり）

＊因みに、家紋は2万5千数以上もある。

Ⅱ「霊能力者を科学機器で測定する」
霊能力を近代科学の方法で検証するには、

再現性と科学機器による客観的データを必要
とする。

私は内外の霊能力者３３０余人を取材した
が、中でも優れた霊能力者（３０名）に様々
な能力を科学機器で検証を試みた。その一端
を記述する。
①�ポリグラフ（心電図、筋電図、脳波計～主

にアルファ波が顕著と認められた）
②�サーモグラフィ（熱感カメラ～憑依状態で

身体の色温度に大きな変化が認められた）
③�光トポグラフィ（大脳内の血液量の変化測

定で前頭葉と後頭葉の視覚イメージ活動で
直観との関連性が認められた）

④�特殊TVカメラ（紫外線、ノーマル、赤外
線、遠赤外線～近赤外線カメラのみオーブ
が撮影可能）

⑤�各種測定器（低周波、高周波、磁場、磁力
計～オーブとラップ音が各機器に反応した）

１）「招霊実験」
心霊能力者Ｍさんは故人の霊を呼ぶ「招魂

儀式」を行うことが出来るという。そこで前記
の特殊TVカメラと電磁波測定器等を準備した。

（結果）オーブが近赤外線領域（750～900nｍ）
で飛来する状態を撮影、ラップ音も収録できた。
＊「オーブは故人の霊魂だ」と霊能力者はいう。



人類の歴史は、火山噴火、地震、津波、台
風、洪水、旱魃等々の自然災害や、コレラ、
ペスト、天然痘とか、いま流行りの新型コロ
ナといった感染症のパンデミックとの闘い、
さらには人が殺し合う戦争まで未だに闘いは
絶えることがない。

いわんや今日、自由主義や利己主義が蔓延
して、自らの手で自然環境を破壊して己の首
を絞めている有様である。万物の霊長といわ
れる人間は、自分たちの住処（すみか）の地
球環境まで破壊して、自然環境と共生してい
る動植物より、果たして人間は霊長と云える
だろうか。

今から50余年前、氷柱下がる酷寒の霊山
で滝行に身を晒す行者に出会った。先を視通
す眼力は凄まじく、いわゆる卓越した霊能力
者でもあった。

行者曰く「いま利己的欲望にとらわれ、人
心は乱れ、やがて地球は狂う」さらに「これ
は天界からの警鐘だ！あらゆる艱難辛苦の戒
めによって、勝手な人間の過ちを悔い改めさ
せているのだと。」

近年、心ある人間は遅まきながら自然環境
や太陽や水の恵みに中に生きていく為には、
今こそ自らの行為を改めねばならないことに
気づき始めた。

いま人類は歴史的大転換期にあると云われ
ている。これからどんな価値観を求める時代
になるだろうか？先を視通す力を「ひらめ
き」とか「インスピレーション」とか別な言
い方では「気づき」ともいう、果たして何を

なすべきかに気づくであろう。
新年を迎え、私はこんな句を思い出した。

「正月は冥土の旅の一里塚 めでたくもあり
　めでたくもなし」 　一休禅師 

一休禅師は歳をとることは死が近づくこと
でもあり、世の無常をあえて説いたものであ
ろう。

生あるものは必ず死す。これは厳然たる事
実だ。戦時中に生まれた私は、ましてや生命

（いのち）半ばで戦死した人たちを見て、子
ども心にも「死んだらどうなるのか？」「霊魂
など本当にあるのだろうか？」など知りたい
と思っていた。

社会人となりTV局で番組の制作現場に配
属され、持ち前の好奇心と探求心が募り、趣
味と実益も相まって「超常現象」番組なども
制作した。

「黙って座ればどこまで分かるか？」
1968年、TV初の超能力番組を放送した。

スタジオには霊能力者5名。登場者を霊視する。

霊能者「海に囲まれた島が見える。辺りに英
霊の姿が多く視える」。「太平洋戦争の激戦地
だ」。しかし登場者と英霊との関係は分から
なかった。
司会者「この方は太平洋戦争の激戦地、硫黄
島で最後の生き残り従軍看護婦さんです」

彼女は数奇な体験談を語った。「私は守備
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